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研究協力のお願い 
 

別府リハビリテーションセンターでは、以下の研究を実施しております。 

研究の対象となる方（または代理人の方）で、この研究について詳しくお知りになりたい場合、研

究に診療情報を利用することをご了解できない場合は、【問い合わせ先】へご連絡ください。この

掲示によるお知らせの後、診療情報の研究使用を許可しない旨のご連絡がない場合においては、ご

同意をいただいたものとして実施されます。皆様方におかれましては研究の趣旨をご理解いただ

き、本研究へのご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

１．研究課題名 回復期リハビリテーション病棟における脳血管障害患者の運動機能及び活動レベルが摂食

嚥下機能に与える影響 

２．研究責任者 所属：リハビリテーション部 A棟リハビリテーション課 

職種：理学療法士 氏名：瀬々敬仁 

３．研究の概要 

・研 究 目 的 ：脳卒中による摂食嚥下障害（食べ物や飲み物をうまく飲み込めない状態）は約 7割が早

期に中等度から重度の障害を発生し、その内の 1割は 6カ月後も障害が残ると言われて

います。また、高齢者の摂食嚥下障害は運動機能と関係性があるとされています。本研

究では、回復期リハビリテーション病棟に入院された脳血管障害の患者様のうち、退院

時に摂食嚥下障害が残存している方々の運動機能（麻痺の程度、筋力、座る・立つなど

の動作等）、に着目し、その影響を詳しく調査します。基本的な動作能力や日常生活にお

ける活動レベルと摂食嚥下機能の関連を分析することで、摂食嚥下障害に対して、より

効果的なリハビリテーションの方法を明らかにすることを目的としています。 

・研 究 期 間 ：2024年 12月 1日～2025年 3月 31日 

・対象となる方：2021年 4月から 2023年 12月までの期間に脳血管障害で別府リハビリテーションセ

ンターへ入院された方 

・研究に利用する情報等：診療記録、検査所見、リハビリテーション記録 

 

・研究に情報を使用されることについて、ご了承いただけない場合には研究対象とは致しませんので 

2025年 3月 31日までに以下の「問い合わせ先」までお申し出ください。 

４．問い合わせ先（対応時間：平日 8：20～17：20） 

所 属 ：リハビリテーション部 A棟リハビリテーション課 職種：理学療法士 氏名：瀬々敬仁        

住 所 ：〒874-8611 大分県別府市鶴見 1026-10 

電話番号：0977-67-1711 

なお、個人情報の保護のため、診療情報はすべて個人を識別できる情報（氏名、住所、生年月日、電話番号など）

を削除し独自の記号を付して取り扱い、研究成果を学会や論文で発表する際も個人情報を出すことはありません。 


